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数詞のアクセントを通してみた喜界島語彙の音韻特徴1 
松森 晶子
 

１ 琉球祖語の名詞アクセントの３つの系列
琉球諸方言は、今日のように様々な体系に分岐・発達する前（琉球祖語）の段階で、そ
の名詞のアクセントに（少なくとも）３つの型を持った体系であることが、現在までに分
かっている。ここではその３種のアクセントの区別を、それぞれ「Ａ系列，Ｂ系列，Ｃ系
列」と呼んで議論を進めることにしよう。
各系列に属す代表的な語を、現在の喜界島の赤連方言と沖縄本島中部の金武
き ん
方言の例を
用いて示すと、次のようになる。（カッコ内の語形は  つ目が赤連方言、二つ目が金武方言
の例である。）

（１）３つの系列の代表的な語例喜界島赤連、沖縄本島金武
(本土の類別語彙と音の対応がみられると思われる単語は、下線で示した。) 
Ａ系列：夫（wutu, utu）、煙(hibusji, kibusji)、子(k’aR, kwaR)、鮫㻛草履
ぞ う り
(saba, saba)、㻌
空（tiNtoR, tiNto）、妻（tuzji, tuzji）、棘
とげ
(njinji, Nzji)、洞窟(gama, gama)、㻌
友(dusji, duRsji)、匂い(hada, kazja)、にんにく(hiru, hiru)、膝小僧（t’ubusji, 
 suNji）、へそ（Fusu, Fusu）、ほくろ（ada, aza）、目上の人（sjida, sjiRzja）、㻌
東(agari,㻌agari)、北(nisji, nisji)㻌 㻌 㻛㻌 㻌血（cjiR, sjiR）、帆（FuR, FuR）、㻌
烏賊(ika, icja)、㻌石(isji, isji)、上㻌 (wiR, wiR)、魚(iju, juR㻕、牛（usji, usji）、㻌
音(utu, utu)、風（hadi, kazji）、紙（habi, kabi）、傷（cjidu, kizju）、㻌
牙（kiba, sjiRba）、口（k’ucji, kucji）、腰・背中(husji, kusji)、酒（seR, saki）、㻌
下(s’a, sjicja)、袖（sudi, sudi）、箱（haku, haku）、鼻（hana, hana）、㻌
羽（hanI, hani）、人(c’juR, cjuR)、水（midu,㻌mizu）㻌
Ｂ系列：㻌家(jaR, jaR)、㻌鱗
うろこ
㻛ふけ(iQki, iricjiR)、㻌男（jiNnga. ikigaR）、女（wunangu,  
inaguR ）、雷・稲光 (haNnari, kaNnamiR)、着物 (kiN, sjinuR)、櫛
く し
(sabacji, 
sabacjiR)、去年（hudu, kuRzjui）、砂糖黍(wuni, wuRzjiR)、㻌潮(usu, uRsuR)、
                                                   
1 草稿を詳細に検討し、多くの有益なコメントを下さったウェイン・ローレンス氏に心より感
謝いたします。（しかし本稿の不備は、もちろんすべて著者の責任である。）  
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⅕஦ሙの䛒る家ᒇ（toRgura, tuNgwaR）、⬯(suni, suRniR)、⻇(toR, taRkuR)、
土(micja, NRcjaR)、༡ி㇋(zjimami, zjiRmaRmiR)、⫗（sjisji, sjiRsjiR）、㡞
にら
（bira, biRraR)、ᬤ（madu, maRduR）㻌 㻛㻌ᮌ（hiR, kiR）、目(miR, miR)、ᡭ（tiR, 
tiR）、㞵（ami, aRmiR）、⥙（ami, aRmiR）、ᯈ（ita, iRtaR）、Ⰽ(iru, iRruR)、
➟・ച（hasa, kaRsaR）、⫪（hata, kaRtaR）、㞼（k
umu, kuRmuR）、⡿(humi, 
kuRmiR)、島（sjima, sjiRmaR）、Ồ（sjiru, sjiRruR）、ゅ
䛴の
（cunu, sjuRnuR）、㢦
（cura, suraR）、ⰼ（hana, haRnaR）、⭡(wata, waRtaR)、㇋（mami, maRmiR）、
࿡ჯ（misu, miRsuR）、⪥（mimi, miRmiR）、㯏（muni, muRzjiR）、ᒣ（jama, 
jaRmaR ） 、 ட （ hamiR, kaRmiR ） 、 ᾦ （ nada, naRdaR ） 、 㙾 （ kangami, 
kagamiR ） 、 㗑 （ hasami, hasamiR ） 、 Ἔ （ aNda, aNdaR ） 、 ᯖ （ maQka, 
maQkwaR）、ᬺ（kujumi, kujumiR）㻌
䠟系列：㻌䛒䛤（utungeR, utuge )、⺅㻌 (gazjami, gazjamu)、㻌䛛䛛と(aduR, aRduR)、㻌
䛛ん䛦し(giRFaR, zjiRha)、⡲
䛛䛤
の୍✀(tiru, tiRru)、㻌ᯂ（adumu, azjumu）、㻌
௒年（kuNdu, kuNdu）、子౪（warabi, warabi）、腰࿘り(gamaku, gamaku)、㻌
砂糖(sataR, saRta)、➔
䛦る
・⡲(soRki, soRki)、ኴ㝧(tida, tiRda)、༸(hungaR,  
kuRga)、㻌たんこ䜆（gabuR, guRFu）、᮫(gusani, gusanu)、䜂し䜓く（nIbu,  
niRbu）、ᕸᅋ（udu, uRdu）、水⁀り・ụ（humuri, kumui）、᮶年（jani, jaRni） 㻛㻌 㻌
⏎
䛛䜑
(hami, kaRmi)、⺓(numi, nuRmi)、὾（hama, haRma）、㦵（Funi, FuRni）、㻌
⣒(icjuR, iRcju)、㻌⮻（usu, uRsu）、ᾏ（umi, miR）、ᱩ（wiR, wuRki）、㻌
ᙳ（kangi, kaRgi）、ኌ（kui, kwiR）、㟢（cuju, suRju）、㘠（nabi, naRbi）、㻌
㔪（hari, haRi）、⯚（FunI, FuRni）、ᯇ（macu, maRcju）、⿄（FuQku,  
FuQkui）、⸆（kusuri, kusui）、┚（tareR, taRre）、ᰕ（haRja, haRja）、㻌
⏿（hateR, hataki）、㻌
㻌
沖縄本島の金武方言では、この３つの系列の語ᙡはそれぞれ␗なるアクセント型でฟ現
する。つまり金武方言では、琉球祖語かࡽᘬき⥅いࡔ３種のアクセントの区別が、現代に
⮳るまで保たれているのである。また、዆⨾の沖ỌⰋ部島ࡸᚨஅ島の諸方言でも、祖語に
存在していたとᛮࢃれる３つの系列のアクセントの区別が、現代に⮳るまでẚ㍑的᫂░に
保たれている。
現代喜界島には、この３種㢮の区別のすべてを、現代に⮳るまで保存している方言は存
在しない。これまでの研究かࡽ、喜界島ではその࡯とん࡝の㞟ⴠで㸰種のアクセント型の
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区別があることが分かっているが、これࡽ喜界島の「㸰型アクセント体系」では、࡝のᆅ
ᇦでも、㐣ཤの３つの系列のうちの࡝れか㸰つが合ὶしてしまっていることが分かってい
る。
しかし、喜界島諸方言の㔜せなⅬは、その合ὶの௙方が方言によって␗なるというⅬで
ある。たと࠼ࡤ、今ᅇ、調査したᆅᇦの中でもᑠ㔝ὠとᚿᡞᱩでは、Ｂ系列とＣ系列が合
ὶしてࡦとつのアクセント型になってしまい、「ＡᑐＢＣ」のようなᑐ立を示すࢱイࣉ
の体系になっている。これにᑐし、それ௨እのᆅᇦ（中㔛、Ⲩᮌ、ୖ჆㕲、ᆏᕊ、㜿ఏな
࡝）では、Ａ系列とＢ系列が合ὶしてࡦとつのアクセント型になり、「ＡＢᑐＣ」のよう
なᑐ立のࢱイࣉの体系になっている。௨ୖをまとめてᅗᘧ໬すると次のようになる。 
 
（㸰）喜界島の  型アクセントの形ᡂ  
 
ձ                  ղ        >ୖ჆㕲, 中㔛ࢱイࣉ@ 
 
 
$ 系列       % 系列      & 系列       ⌰⌫♽語の  ✀のアクセント 
 
 
 
ձ                 ղ            >ᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩ䝍䜲䝥@ 
 
 
このこと䛛ら、喜界島が௒᪥の䜘うに㞟ⴠ䛤とに␗䛺る᪉ゝにศᒱ䛩る๓の♽ඛのయ系（喜界
島♽語）では、⌰⌫♽語䛛らᘬ䛝⥅い䛰䠏䛴の系列のアクセントの༊別が、䛚そらく、䜎䛰ಖた
れていた䛰ろう、という᥎ᐃがで䛝る。 
䜎た、（䠎）の䜘う䛺語彙のྜὶの௙᪉の㐪いを฼⏝して⌧௦の喜界島᪉ゝのẚ㍑を⾜䛘䜀、
ྛ単語のそれぞれに䛴いて、それが喜界島♽語のẁ㝵でᏑᅾしていた䠏䛴のアクセントᆺの䛹
のᆺにᒓしていた䛛を、᥎⌮䛩ることがで䛝る。ᯇ᳃（）では、小㔝ὠと㉥㐃のẚ㍑を通䛨
て、その䜘う䛺ヨみを⾜䛳ている。 
 
 
㸰 ᩘ詞のアクセントの系列
㸰㸬１ ᅛయࢆᩘ࠼ࡿᩘ詞
さて、「ࡦとつ、ࡩたつ、ࡳっつ͐」、「ࡦとり、ࡩたり͐」のような、ものをᩘ࠼る㝿
に౑用するᩘ詞のアクセントが、琉球各ᆅできれいなᑐᛂをぢࡏることはローレンス
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（）がすでにᣦ᦬している。
沖ỌⰋ部島ࡸᚨஅ島といった、琉球祖語の  系列の区別を現在もẚ㍑的、᫂░に保って
いる方言をᡭがかりにして、各ᩘ詞が琉球祖語に࠾いて、ୖに㏙べた系列のうちの࡝れに
属しているかを᥎ᐃしてࡳると、「ࡦとつ」はＣ系列、「ࡩたつ、ࡳっつ、よっつ、ࡴっつ、
ࡸっつ、と࠾」はＡ系列、「いつつ、ななつ、ここのつ」はＢ系列、ということになる。 こ
のことを☜ㄆするために、これまで⚾の調査した沖ỌⰋ部島▱名方言とṇ名方言の例を௨
下に示す。ṇ名方言の例は、༢⊂言いษり形の௚に、୺᱁ຓ詞の QX をつࡅて「㹼がある、
㹼がぢ࠼る」のように発ヰしてもࡽった形ᘧ（᥋⥆形）のアクセントも調査したので、こ
こに㍕ࡏる。（な࠾、▱名方言についてはஂ㔝もཧ↷した。）

（３）日本祖語系ᩘ詞の琉球祖語に࠾ࡅる系列と現代３型アクセントの例  
          系列別     >沖ỌⰋ部島▱名方言@   >沖ỌⰋ部島ṇ名方言@ 
                       ༢⊂形             ༢⊂形  ୺᱁ຓ詞᥋⥆形  
１㸬ࡦとつ    Ｃ系列    tiRcji
ɆɆɆ
          W’i
ɆɆɆ
Rcji
ɆɆɆ
    W’i
ɆɆɆ
Rcji nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐  
㸰㸬ࡩたつ    Ａ系列       ta
Ɇ Ɇ
R
ɆɆ
cji
ɆɆɆ
           W’aRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
   W’aRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
３㸬ࡳっつ    Ａ系列      miR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
cji
ɆɆɆ
         miR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
cji
ɆɆɆ
   miR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
cji
ɆɆɆ
 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
㸲㸬よっつ     Ａ系列       juRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
           juRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
    juRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
㸳㸬いつつ     Ｂ系列      icjicjiR
ɆɆ
          icji
ɆɆɆɆ
cjiR
ɆɆ
   icji
ɆɆɆɆ
cji nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
㸴㸬ࡴっつ     Ａ系列      muRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
         muRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
   muRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
㸵㸬ななつ    Ｂ系列       nanacjiR
Ɇ
        nana
ɆɆ ɆɆɆ Ɇ
cjiR
ɆɆ
  nana
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
cjinu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
㸶㸬ࡸっつ    Ａ系列       jaRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
           jaRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
    jaRcji
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
㸷㸬ここのつ  Ｂ系列       kunucjiR
Ɇ
        kunu
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
cjiR
ɆɆ
  kunu
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
cji nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
１㸮㸬と࠾     Ａ系列      tuR
ɆɆɆɆ
             tuR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
      tuR
Ɇ Ɇ Ɇ Ɇ
 nu
Ɇ Ɇ Ɇ
͐ 
 
たと࠼ࡤ▱名方言では、「１つ」（Ｃ系列）のアクセントは語ᮎᢿが㧗い㡢調（㹆）とな
り、㹊㹊㹆のような型（㹊はపい㡢調を示す）であるのにᑐし、「㸰つ、３つ、㸲つ、㸴つ、
㸶つ」（Ａ系列）は、㧗い㡢調が語ᮎまで⥆く㹆㹆㹆のような型である。これにᑐし「㸳つ、
㸵つ、㸷つ」（Ｂ系列）は、「１つ」とྠ様に᭱ᚋが㧗く⤊ࢃるのࡔが、その㧗い㡢調は「１
つ」と㐪って、語ྃᮎのࣔーࣛをᘬきఙࡤすことによってᐇ現する。したがって「㸳つ、
                                                   
 ローレンスは、祖語のᩘ詞に㸰つのࢱイࣉの型の区別があったとしているが、ᐇ㝿は、
日本祖語のᩘ詞には３つの型（「１」ᑐ「㸰、３、㸲、㸴、㸶、１㸮」ᑐ「㸳、㸵、㸷」
が存在していたことが琉球の  型アクセント体系をᗈ⠊に検討すると分かる。（ちなࡳに本ᅵ
の㢮別語ᙡでは、「ࡦとつ」は（３ᢿ語）➨  㢮、「ࡩたつ、ࡳっつ、よっつ、ࡸっつ」は➨ 
㢮、「いつつ、ななつ」は➨  㢮となっている。したがって本ᅵの方言でも、 ᢿ語の➨  㢮と
➨㸵㢮の㐪いが保たれている現代方言では、「ࡦとつ」と「いつつ、ななつ」も␗なるアクセ
ント型でฟ現するྍ⬟ᛶがある。）  
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㸵つ、㸷つ」は、語ᮎᢿがୖ᪼調の ///㹆のような型である。
୍方、ṇ名方言でも、「１つ」と「㸳つ、㸵つ、㸷つ」の型の区別ははっきり保たれて
いる。「１つ」の語㢌の下がり目は１ᢿ目にある（t’i@R>cji） のにᑐして、「㸳つ、㸵つ、
㸷つ」の下がり目は icji@cji>R の䜘うに、㸰ᢿ目にあるかࡽである。
୍⯡的に琉球祖語の３つの系列（Ａ，Ｂ，Ｃ系列）の区別が保たれている方言では、「１
つ、㸰つ͐」というᩘ詞のアクセントにも３つの型がฟ現する。そして、そのᩘ詞は、Ａ、
Ｂ、Ｃ系列に、次のように分ᕸしている。

（㸲）琉球の୕型アクセント体系に࠾ࡅるᩘ詞の分ᕸ
㻌
Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌䠟系列㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸰つ、３つ、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸳つ、㸵つ 
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸲つ、㸴つ、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸷つ                     １つ  
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㸶つ、１㸮㻌
㻌
㻌
さて、喜界島のような㸰型アクセント体系では、ᩘ詞は࡝のようなᐇ現の௙方をするࡔ
ろうか。
少なくとも現段階での௬ㄝࡔが、୍ ⯡的に、現代の琉球方言の㸰型アクセント体系では、
その名詞のアクセントの合ὶの௙方と、ᩘ詞のアクセントとには、┦㛵ᛶがぢࡽれると⪃
࠼ࡽれる。
たと࠼ࡤ、名詞のアクセントが「ＡＢᑐＣ」のような合ὶを㐙ࡆた方言（たと࠼ࡤ喜
界島のୖ჆㕲、中㔛、‴、㜿ఏ、ᆏᕊࡸᐑྂ島の୚㑣ぞな࡝）では、（㸳）のように「１
つ」௨እのᩘ詞が合ὶしてࡦとつの型となってしまい、「１つ」ࡔࡅが௚のᩘ詞とは別の
型に属すということがண᝿される。
 
（㸳）  
 
㻌 㻌Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌䠟系列㻌
      㸰つ、３つ、㸳つ、㸵つ１つ
㸲つ、㸴つ、㸷つ
㸶つ、１㸮
 
 
これにᑐして、名詞のアクセントが「ＡᑐＢＣ」のような合ὶを㐙ࡆた方言（たと
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࠼ࡤ喜界島のᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩࡸຍィ࿅㯞島諸方言な࡝）では、「㸳つ、㸵つ、㸷つ」と「１
つ」が合ὶしてࡦとつの型となり、その௚のᩘ詞「㸰つ、３つ、㸲つ、㸴つ、㸶つ、１㸮」
とᑐ立していることがண᝿される。したがって、次のようにアクセントの型が合ὶしてい
ることがண される。
（㸴）  
㻌 㻌Ａ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 Ｂ系列㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠟系列㻌
      㸰つ、３つ、㸳つ、㸵つ１つ
㸲つ、㸴つ、㸷つ
㸶つ、１㸮


ところで、琉球各ᆅのᩘ詞のアクセントは、本ᅵ諸方言ともきれいなᑐᛂをぢࡏている
ことは、すでにローレンス（）のᣦ᦬にあると࠾りである。
ちなࡳにᮾி方言を例にとってㄝ᫂すると、「１つ、㸰つ͐」のようなᩘ詞は、「１つ、
㸳つ、㸵つ、㸷つ」ᑐ「㸰つ、３つ、㸲つ、㸴つ、㸶つ」というような合ὶを㐙ࡆて࠾り、
それぞれ␗なる型に分かれてฟ現する。前者は、㉳అ型「ࡦと̓つ、いつ̓つ、なな̓つ、
ここ̓のつ」でฟ現し、ᚋ者はᖹᯈ型「ࡩたつ、ࡳっつ、よっつ、ࡴっつ、ࡸっつ」にな
る。（なࡐかᮾிでは「１㸮」ࡔࡅが、ண されるようなᖹᯈ型でなく「と̓࠾」のよう
に㉳అ型でฟ現して例እとなっているが、その⌮⏤は不᫂である。）
 
（㸵）ᮾி方言のᩘ詞の型の㐪い(カッコ内のᩘᏐは㢮別) 
 
ᖹᯈᆺ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌㉳అᆺ㻌
ࡩたつ（㸰㢮）、ࡳっつ（㸰㢮）、          いつ ’つ（㸳㢮）、なな ’つ（㸳㢮）  
よっつ（㸰㢮）、ࡴっつ（㸰㢮）、            ここ ’のつ、  
ࡸっつ（㸰㢮）                        ࡦと ’つ（ 㢮）、と ’࠾  
                                                   
たࡔしすべてのᩘ詞にこのような㐪いがฟ現するとは㝈ࡽない。たと࠼ࡤ᥋⥆詞  「日
（か）」が௜くと、「（ついたち）、ࡩつか、ࡳっか、よっか、いつか、ࡴいか、なのか、よう
か、ここのか、と࠾か」のように、࡝のᩘもすべてᖹᯈ型になってしまう。これとは཯ᑐに、
「月」が௜くと、「ࡦと̓つき、ࡩた̓つき、ࡳ̓つき、よ̓つき」のように、すべて㉳అ型
になる。これは、᥋ᑿ㎡「日（カ）」「月」の持つ≉ᚩによるものと⪃࠼ࡽれるが、このよう
な᥋ᑿ㎡によるアクセント型の㐪いを各ᆅの方言でグ㏙して࠾くことは、今ᚋのグ㏙研究の
ࢸー࣐のࡦとつである。
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このように、本ᅵの諸方言ともアクセントがきれいにᑐᛂするという஦ᐇは、このよう
なᩘ詞が（琉球もྵめた）日本語の祖ඛ̿つまり「日本祖語」̿かࡽᘬき⥅がれて、現在
に⮳ったものであることをド᫂している（ローレンス ）。 
ところで「ࡦとつ、ࡩたつ͐」のようなᩘ詞は、「いち、にー、さん͐」とᩘ࠼る₎語
系のᩘ詞とᑐẚして、よく「࿴語系のᩘ詞」と呼ࡤれることがあるが、ඛ㏙のように、こ
れが琉球と本ᅵの諸方言が分岐する前の段階かࡽ存在していたことをも⪃࠼あࢃࡏると、
これを「࿴語系」と呼ࡪのは┦ᛂしくない。そこで、ここではこれࡽを、「日本祖語系ᩘ
詞」というように呼ࡧ代࠼て、議論を進めることにしよう。
 
 
㸰㸬㸰 ேࢆᩘ࠼ࡿᩘ詞
୍方、ேをᩘ࠼る「ࡦとり、ࡩたり͐」のようなᩘ詞は࡝うであろうか。 
本ᅵ諸方言では、「ࡦとり、ࡩたり͐」のようにேをᩘ࠼るሙ合、㏵中かࡽ₎語系のᩘ
詞に⨨き᥮ࢃってしまうことが多い。たと࠼ࡤᮾி方言では、「ࡦとり」と「ࡩたり」には
日本祖語系ᩘ詞を౑用するのࡔが、３ே௨ୖになると、（㸵）にあるように「さんにん、よ
にん、ࡈにん、ろくにん、しちにん、はちにん、くにん、ࡌࡹうにん」のように₎語系ᩘ
詞が౑ࢃれるのである。 

（㸶）日本祖語系ᩘ詞のᮾி方言に࠾ࡅるᐇ現
系列別（㢮別）D༢⊂形ಶ体をᩘ࠼るE༢⊂形ேをᩘ࠼る  
１㸬& 系列㸵㢮） ࡦと̓つ ࡦと̓り
㸰㸬$ 系列（㸰㢮） ࡩたつ ࡩたり
３㸬$ 系列（㸰㢮） ࡳっつ 䇷䇷䇷（さんにん）
㸲㸬$ 系列（㸰㢮） よっつ  䇷䇷䇷（よにん）
㸳㸬% 系列（㸳㢮） いつ̓つ  䇷䇷䇷（ࡈにん）
㸴㸬$ 系列（㸰㢮） ࡴっつ  䇷䇷䇷（ろくにん）
                                                   
ᮾிでは「 ே」のᩘ್部分「㸲」ࡔࡅが、ண᝿される₎語系語᰿の「し」ではなく、日
本祖語系の語᰿「よ」になっている。「Ṛே」との連᝿をᅇ㑊するものであろう。
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㸵㸬% 系列（㸳㢮） なな̓つ  䇷䇷䇷（しちにん）
㸶㸬$ 系列（㸰㢮） ࡸっつ  䇷䇷䇷（はちにん）  
㸷㸬% 系列     ここ’の䛴       䇷䇷䇷 （くにん、䛝䜕うにん） 
１㸮㸬$ 系列          と’䛚         䇷䇷䇷 （䛨䜕うにん） 
 
さて、今ᅇの喜界島調査では、ேをᩘ࠼るᩘ詞に㛵して㠃ⓑいことが分かった。本ᅵ諸
方言と㐪って喜界島には、₎語系ではなく、日本祖語系ᩘ詞が tɕuri （ࡦとり）、W’ari（ࡩ
たり）のࡳなࡽࡎ、mitɕari（３ே）、 jutari（㸲ே）、Ɂitutari（㸳ே）͐（ୖ჆㕲の例）
のように、「 ே」௨ୖにも౑ࢃれる㞟ⴠが┦ᙜᩘあったのである。 


３ ᩘ詞アクセントㄪᰝ⤖ᯝ࡜ၥ㢟ᥦ㉳
さて、名詞が「ＡＢᑐＣ」のような合ὶを㐙ࡆたᆅᇦ（‴、㜿ఏ、ୖ჆㕲、ᆏᕊな࡝）
では、「１つ」ࡔࡅが別の型になり、「㸰つ、３つ、㸲つ、㸳つ、㸴つ、㸵つ、㸶つ、㸷つ、
と࠾」な࡝が、すべてྠࡌ型になってしまうのではないかというண᝿を、すでに（）でた
てた。そのண᝿は࡯ࡰᙜたったのࡔが、ࡦとつࡔࡅ例እがあり、それは「㸷つ」であった。
今ᅇの喜界島調査では、このような「ＡＢᑐＣ」ࢱイࣉの方言の中かࡽ、≉にୖ჆㕲、
中㔛、‴、㜿ఏ、Ⲩᮌ、ᆏᕊに࠾いて「ࡦとつ、ࡩたつ͐」のᩘ詞を詳細に調査できたの
で、その⤖ᯝをに示そう。ここで≉にὀ目して࡯しいのは、下⥺部である。
 
（㸷）喜界島に࠾ࡅる日本祖語系ᩘ詞のアクセント （ᅛ体をᩘ࠼るᩘ詞のሙ合）
ୖ჆㕲 中㔛‴㜿ఏ・Ⲩᮌ ᆏᕊ
１㸬ࡦとつ㻌 㻌 㻌 W’i@tu W’i@tu W’i@tu W’i@tsu      W’i@tsu
㸰㸬ࡩたつ㻌 㻌 W’a@>tu㻌 㻌 㻌 㻌  W’a@>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 W’a@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 W’a@>tsu㻌 㻌 㻌 㻌 W’a@>tsu㻌
３㸬ࡳっつ㻌 mi@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi@>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 mi@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi@>tsu㻌 㻌   mi@>tsu㻌 㻌 㻌
                                                   
୍⯡に、௚の多くの琉球方言では、「 ே」までは tɕuri（１ே）、W’aUi（ ே）、mitɕari（３ே）、
jutari（㸲ே）のように日本祖語系ᩘ詞を౑うものの、「㸳ே」௨ୖになるとguniN( ே)«の
ように₎語系を౑うᆅᇦが多いとされている。しかし喜界島௨እの琉球諸ᆅᇦでも、まࡔ「
ே」௨ୖのᩘ詞に日本祖語系ᩘ詞が౑ࢃれ⥆ࡅているᆅᇦが┦ᙜᩘあるとᛮࢃれ、詳細な調査
がᮇᚅされる。また、ஂ㔝のヨࡳたように、௚の᥋ᑿ㎡「㹼日」「㹼月」「㹼⢏」な࡝の
形ᘧも調査し、各㞟ⴠࡈとにそのそれぞれについて、࡝のᩘに⮳るまで日本祖語系ᩘ詞が౑࠼
131
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011年 8月 15日 国立国語研究所 
㸲㸬よっつ㻌 ju@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@>tsu     ju@>tsu㻌
㸳㸬いつつ㻌 㻌 Ɂi@tu>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 Ɂi@tu>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 Ɂi@tu>tu    Ɂi@tsu>tsu㻌 㻌 Ɂi@tsu>tsu 
㸴㸬ࡴっつ㻌 㻌 mu@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 mu@>W’u㻌 㻌 㻌 mu@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mu@>t䡏u   mu@>t䡏u㻌 㻌 㻌
㸵㸬ななつ㻌 㻌 na@na>tu㻌 㻌 㻌 na@na>W’u㻌 㻌 na@na>tu㻌 㻌 㻌 na@na>tsu㻌 㻌 na@na>tsu㻌
㸶㸬ࡸっつ㻌 ja@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@>W’u㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@>tu㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@>tsu㻌 㻌 㻌 㻌 ja@>tsu 
㸷㸬ここのつ 㻌 khu@>nu@tu㻌 㻌 khu@>nu@W’u㻌 㻌 khu@>nu@tu㻌 㻌 ku@>nu@tsu khu@>nu@tsu㻌
１㸮㸬と࠾㻌 thu>㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu>㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu>㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌thu>㻌 㻌 㻌 㻌 thu>㻌

この表に㍕ࡏࡽれたすべての方言で、「１つ」は下がって⤊ࢃるアクセント型（㹆㹊型）
なのにᑐして、「㸰つ、３つ、㸲つ、㸳つ、㸴つ、㸵つ、㸶つ、と࠾」はୖがって⤊ࢃるア
クセント型（+/+ 型、あるいは /+ 型）であることが（㸶）かࡽ分かる。つまりண ㏻り、
これࡽの方言では、「１つ」ᑐ「㸰つ、３つ、㸲つ、㸳つ、㸴つ、㸵つ、㸶つ、と࠾」とい
うようなアクセントの型の㐪いがぢࡽれた。
しかし、ၥ㢟は「㸷つ」である。（）によれࡤ、この「㸷つ」には、「㸳つ、㸵つ」と
ྠࡌような型がฟ現しなࡅれࡤなࡽない。したがって、たと࠼ࡤୖ჆㕲を例にとると、「㸷
つ」には、㸳つ（Ɂi@tu>tu）ࡸ㸵つ（na@na>tu）ྠ様、+/+ のようにୖがって⤊ࢃるアク
セント型がฟ現し、khu@nu>tu、あるいはkhu@nu>tu のような型でฟ現することがண
᝿される。
しかしこのண に཯して「㸷つ」は、「１つ」W’i@Wu とྠ様、下がって⤊ࢃる型でฟ現し、
kKu@>nu@tu（+/+/）のようなアクセントになっていることがุ᫂した。したがって、次の
ようなணᮇࡏࡠ⤖ᯝに⤊ࢃったのである。

（䠍䠌） 
 
䠤䠨䠤ᆺ（上が䛳て⤊わるᆺ）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌䠤䠨ᆺ（下が䛳て⤊わるᆺ）㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻞 つ、㻟 つ、㻠 つ、㻢 つ、㻤 つ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻝 つ（Ｃ系列）㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻔௨ୖＡ系列㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻥 つ（Ｂ系列）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻡 つ、㻣 つ（௨ୖＢ系列） 㻌


                                                                                                                                                               
るかを検討して࠾くことは、琉球グ㏙研究の㔜せなㄢ㢟のࡦとつである。
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
この「㸷つ」のアクセントの例እは、୍体࡝のような⌮⏤によるものࡔろうか。このၥ
㢟についての⪃ᐹは、次⠇（➨㸲⠇）でᢅうこととする。

さて、次にேをᩘ࠼る日本祖語系ᩘ詞「ࡦとり、ࡩたり͐」のアクセントをぢてࡳよう。
今ᅇの調査でこの形ᘧを詳しく調べることができたのは、ୖ჆㕲、中㔛、ᆏᕊの３㞟ⴠで
あるが、その調査⤖ᯝは次の表の㏻りである。
（䠍䠍）㻌 喜界島に䛚ける᪥本♽語系数詞のアクセント㻌 䠎㻌 （人を数䛘る数詞のሙྜ）㻌
上჆㕲㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 中㔛㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ᆏᕊ㻌
䠍䠊㻌 㻌 㻌䜂とり㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tɕu@ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tɕu@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 tV·u@i
䠎䠊㻌 㻌 㻌ふたり㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  W’a>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌   W’a>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 W’a>i㻌 㻌 㻌
䠏䠊㻌 㻌 㻌 䠏人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mi@tɕa>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mi@tɕa>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mi@tɕa>i㻌 㻌 㻌 㻌
䠐䠊㻌 㻌 㻌 䠐人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@ta>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@t’a>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ju@t’a>i㻌  㻌
䠑䠊㻌 㻌 㻌 䠑人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  Ɂi@tu>ta@ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  Ɂi@tu>W’a@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 Ɂi@tsu>W’a@i㻌 㻌  
䠒䠊㻌 㻌 㻌 䠒人㻌 㻌 㻌 㻌  㻌  mu@ta>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  mu@>W’a@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 mu@t’a>i㻌 㻌 㻌 㻌
䠓䠊㻌 㻌 㻌 䠓人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  na@na>ta@ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 na@na>W’a@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 na@na>W’a@i㻌
䠔䠊㻌 㻌 㻌 䠔人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@ta>ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ja@ta>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  ja@ta>i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
䠕䠊㻌 㻌 㻌 䠕人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 khu@nu>ta@ri㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ku@nu>ta@i㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ku@nu>t’a@i㻌 㻌 㻌
䠍䠌䠊㻌 㻌 䠍䠌人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 thu@ta>ri 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ᮍㄪᰝ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ᮍㄪᰝ㻌
 
≉に下⥺部にὀ目して࡯しい。ண᝿（）では、「 ே」ࡔࡅが⊂立した型になり、「
ே、 ே、 ே、 ே、 ே、 ே、 ே、 ே、 ே」な࡝は、すべてྠࡌ型になってしま
うのではないかということであった。しかしᐇ㝿は、ண᝿に཯して、tɕu@ri（ࡦとり）の
௚に、Ɂi@tu>ta@ri（ ே）、na@na>ta@ri（ ே）、khu@nu>ta@ri （ ே）な࡝も、下がっ
て⤊ࢃる型（㹆㹊㹆㹊）となってฟ現したのである。 
つまり、ேをᩘ࠼るᩘ詞は、ୖ჆㕲、中㔛、ᆏᕊで、() のような合ὶを㐙ࡆているこ
とが分かった。
                                                   
 なࡐか中㔛の「 ே」ࡔࡅが、ᮇᚅされる mu@W’a>i では䛺く mu@>W’a@i の䜘う䛺アクセントᆺで
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（1）  
㻌
䠤䠨䠤ᆺ（上が䛳て⤊わるᆺ）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌䠤䠨、䠤䠨䠤䠨ᆺ（下が䛳て⤊わるᆺ）㻌 㻌
䠎人、䠏人、䠐人㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠍人（䠟系列）㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠒人、䠔人㻔௨上Ａ系列㻕㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䠑人、㻌 䠓人、㻌 䠕人㻔௨上Ｂ系列㻕㻌



この（）をぢると、あたかも「琉球祖語」のＡ系列とＢ・Ｃ系列の㐪いが、喜界島で、
ேをᩘ࠼るᩘ詞に㝈って保たれているようにぢ࠼る。つまり、（）の  㞟ⴠでは、ᬑ㏻名
詞は「ＡＢᑐＣ」のような合ὶを㐙ࡆたのࡔが、このேをᩘ࠼るᩘ詞に㝈って「ＡᑐＢ
Ｃ」のようになっているようにぢ࠼たのである。
しかし、ᐇែはそうではないことが分かった。では、このように名詞が「ＡＢᑐＣ」
のような合ὶを㐙ࡆたᆅᇦ（ୖ჆㕲、中㔛、ᆏᕊ）で、Ａ系列とＢ系列のேをᩘ࠼るᩘ詞
ࡔࡅが合ὶࡏࡎに、別の型に属しているという஦ᐇのཎᅉは、いったいఱであろうか。
次⠇では、このၥ㢟について⪃࠼ていくこととしよう。


㸲 ᩘ詞アクセントの౛እ࡜႐⏺ᓥの↓ᶆのࣜࢬ࣒ᵓ㐀
さて、前⠇でၥ㢟ᥦ㉳したㅦをゎく㘽は、༢語඲体の㛗さ（ᢿᩘ）にある。このことを
検ドするために、しࡤࡽくᩘ詞௨እの名詞のアクセント≉ᚩを検討してࡳよう。
松森では、「ＡＢᑐＣ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆた赤連と、「ＡᑐＢＣ」ࢱイࣉの
合ὶを㐙ࡆたᑠ㔝ὠのẚ㍑を㏻ࡌ、࡝ちࡽのࢱイࣉの方言でも、඲体の㛗さが  ᢿ㹼３ᢿ
までの語ᙡについては、その㸰種のアクセント型にẚ㍑的ࣂࣛンスよく語ᙡが所属してい
るのにᑐし、඲体が㸲ᢿ௨ୖの㛗さの語ᙡになると、+/+/ というようなࣜࢬ࣒ᵓ㐀を持ち、
語ᮎが下がって⤊ࢃるアクセント型の༢語が、୧方言ともにቑຍしていくことをᣦ᦬して
いる。
たと࠼ࡤ（）は、今ᅇの喜界島合ྠ調査によってୖ჆㕲で཰㞟された、 ᢿ௨ୖの㛗
さを持つ語を、そのアクセント型によって分㢮したものである。これをぢると、++/+ のよ
うに語ᮎがୖがって⤊ࢃる型よりも、+/+/（++/+/）のように語ᮎが下がって⤊ࢃる型の࡯
うが、その所属語ᙡが多いことが分かる。


                                                                                                                                                               
ฟ⌧したが、このཎᅉは୙᫂で䛒る。 
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（１３）㻌喜界島上嘉鉄方言の４拍以上の語彙の型とその所属語彙 㻌
○ ++/+型（語末が上がって終わる型）
hiza]ɕi[mu脛、ju:]we[: 祝い、se:]mu[ri 結婚式、khogo]ta[na小刀、
ma] ɕim[ma 昼、 hammja]:[ri雷、thin]to[: 空
○ +/+/型語末が下がって終わる型
Ɂu]ta[je]:顎、ni]bu[tu]:おでき、 t’u]m[be]:唾、
 ja]:[nu]tɕu家族、so]:[de]: 兄弟、k’a]n[tɕa]:子供達、
 haro]:[dʑi]:親戚、se:]k’u[sa]: 大工さん、Ɂa]m[ma]: 母、
 me]:[ra]bi若い娘、gi]:[ha]:かんざし、thi]nu[gu]i 手ぬぐい、
 na]ri[mu]N果物、du]:[ɕi]:雑炊、thi]n[dʑo]: 天井、
ɕi]n[tɕi]N便所、sa]n[ɕi]n三味線、mun]nja[ra]:麦わら、
ɕima]ju[mi]ta方言、sa]mba[ra]:箕、o]:[da]: 運搬用モッコ、
su]:[ka]:急須、 mi]su[na]ti一昨年
㻔㻞㻜㻝㻝 年 㻥 月㻌国立国語研究所喜界島合同調査の結果から㻕㻌
このように、名詞の長さ（拍数）が４拍以上になると、この方言（上嘉鉄）では +/+/、
++/+/ のような語末が下がって終わる型を持つ単語の数が多くなっていき、これに対して
++/+、+++/+のような、語末が上がって終わるアクセント型を持つ単語の数が減っていく。
つまり（少なくとも体言について言えば）、その拍数が長くなればなるほど +/+/パター
ンのほうが ++/+パターンよりも生産的になる、と言えるだろう。
さらに、今回の調査で明らかになったのは、「Ａ対ＢＣ」タイプの合流を遂げた小野
津方言でも同様なことが言えるということである。すなわち、上嘉鉄方言で +/+/というリ
ズム構造で出現する多くの単語（すべてではない）が、小野津でも同じような構造で出現
したのである。たとえば、次のような単語がそれにあたる。

（㻝㻠）喜界島小野津方言における 㻴㻸㻴㻸（㻴㻴㻸㻴㻸）のリズム構造を持つ語彙 㻌
nɪ]bu[tu]: (おでき)、 tsu]b[bë]: (唾)、 ja:]nin[dʑu]: (家族), kjo]:[de]: (兄弟)、 
k’wa]n[kja]: (子供達)、ɸa]ro:[dʑi]: (親戚)、 se:]ku[sa]: (大工さん)、 
Ɂa]m[ma]: (祖母の意味)、 du]:[ɕi]: (雑炊)、sa]n[ɕi]n (三味線)、 
sa]mba[ra]: (箕)、Ɂo]:[da]: (運搬用モッコ)、mi]tsuna[ti]: (一昨年) 
㻔㻞㻜㻝㻝 年 㻥 月㻌国立国語研究所喜界島合同調査の結果から㻕㻌 㻌
 
したがって、（１～３拍までの名詞についてだけ言えば、小野津と上嘉鉄のアクセント
型はかなり異なっているものの）拍以上の単語になると、そのアクセント型が両者で似 
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㏻ってくるのである。つまり、「ＡＢᑐＣ」「ＡᑐＢＣ」の࡝ちࡽの合ὶࢱイࣉの方言
に࠾いても、༢語が㛗くなるにつれて +/+/（++/+/）のࣜࢬ࣒ᵓ㐀の༢語がቑຍしていく、
という⯆࿡῝い現㇟が᫂ࡽかになった。
これはまࡔ௬ㄝの段階に㐣ࡂࡎ、今ᚋの調査によって☜ㄆしていかなࡅれࡤなࡽない஦
であるが、このように㛗い༢語に࠾いて +/+/ のような語ᮎが下がって⤊ࢃるアクセント型
が多くなる、という㡢㡩≉ᚩは、このୖ჆㕲ࡔࡅでなく、喜界島の࡯ࡰ඲ᇦについて言࠼
るのではないࡔろうか。つまり +/+/（++/+/、+++/+/）のように語ᮎが下がって⤊ࢃる型
が、喜界島඲ᇦを㏻ࡌて↓ᶆなࣜࢬ࣒ᵓ㐀ࡔ松森 とᛮࢃれるが、これは、今ᚋ、
このᆅᇦのእ᮶語ࡸ᪂語もᩘ多く཰㞟して検ドしていくᚲせがある。
さࡽに言࠼ࡤ、+/+/ 型の⏕⏘ᛶは、」合名詞のアクセントをỴᐃする㝿にもാいている。
今ᅇの喜界島調査では」合語の形ᡂつ๎については調査することができなかったのࡔが、
⚾の  年の赤連方言のアクセント調査では、次のような」合語をసᡂして発㡢してもࡽ
ったところ、そのすべてが下がって⤊ࢃるアクセント型（+/+/、++/+/ 型）でฟ現した。（ち
なࡳにこの赤連も、ୖ჆㕲とྠࡌ「ＡＢᑐＣ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆた方言である。）
 
（1）赤連方言の」合語  （ 年３月赤連方言調査⤖ᯝかࡽ）  
habi@ba>ku@R (⣬⟽)、hari@ba>ku@R (㔪⟽)、   
bintoR@buQ>ku@R （ᘚᙜ⿄）、juRbiN@buQ>ku@R （㒑౽⿄）  
sjima@muQ>cji@R (島㣰)、 mamI@muQ>cji@R (㇋㣰) 、  
Futu@muQ>cji@R (ⶇ
よもࡂ
㣰) 、guma@muQ>cji@R (⬌㯞㣰) 
hiru@ba>te@R （にんにく⏿）、 hana@ba>te@R （ⰼ⏿）、  
bira@ba>te@R（㡞
にࡽ
⏿）、cjiuri@ba>te@R (⬌⎩⏿) 、 
guma@ba>te@R（⬌㯞⏿）、tuQsoR@ba>te@R（༡⎩
かࡰちࡷ
⏿）  
 
この（）に示された」合語のᚋ部せ⣲のうち、「⟽」（ha>ku, ha@ku >nga）は語ᮎが㧗
く⤊ࢃる型（+/+ 型）で、「⿄」( >FuQ@ku, >FuQku nga )、「㣰」(muQ>tji@R, muQ>tjiR nga）、
「⏿」（ha>te@R, ha>teR nga）は語ᮎが下がって⤊ࢃる型（/+/ 型）であるが、この方言の
」合語アクセントはそのᚋ部せ⣲のアクセント型とは┦㛵ᛶがぢࡽれない。
୍方、前部せ⣲のアクセント型がこれࡽの」合語のアクセント型をỴᐃしているࢃࡅで
もない。ちなࡳにこれࡽ」合語の前部せ⣲のアクセント型は、「⣬、ᘚᙜ、島、㇋、にんに
く、ⰼ、㡞
にࡽ
、⬌⎩」がその༢⊂形がୖがって⤊ࢃる型、「㔪、㒑౽、ⶇ、⬌㯞、༡⎩
かࡰちࡷ
」は༢
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⊂形が下がって⤊ࢃる型である。 
この」合語のアクセントにも、࠾そࡽくඛ㏙の喜界島の↓ᶆなࣜࢬ࣒ᵓ㐀がฟ現したも
のと⪃࠼ࡽれる。」合語は多くのሙ合、 ᢿ௨ୖの㛗い語となるため、喜界島に࠾ࡅる↓
ᶆの型がฟ現するഴྥがᙉいのࡔろう。 
௨ୖ、㸰型アクセント体系を持つ喜界島の語ᙡの㡢㡩≉ᚩとして、+/+/++/+/+++/+/
というࣜࢬ࣒ᵓ㐀がもっとも⏕⏘的であるというᣦ᦬を⾜った。このࣜࢬ࣒ᵓ㐀の⏕⏘ᛶ
は、≉に㸲ᢿ௨ୖの㛗い（ᢿᩘの多い）༢語に࠾いて㢧著である。喜界島の多くの方言に
は㸰つのアクセント型があり、その各型の所属語ᙡのᩘは１㹼３ᢿ語にはさ࡯࡝の೫りは
ないのࡔが、༢語の㛗さが㛗くなれࡤなる࡯࡝、ある≉ᐃの↓ᶆなࣜࢬ࣒ᵓ㐀の࡯うに語
ᙡが཰᮰していくഴྥが、喜界島඲ᇦを㏻ࡌてぢࡽれることがุ᫂した。㻌
さてここで、➨３⠇でၥ㢟ᥦ㉳したᩘ詞のアクセントにヰをも࡝そう。ண によれࡤ
++/+ のようにୖがって⤊ࢃる型でฟ現するとᮇᚅされる「 つ」と「 ே、 ே、 ே」が、
ண᝿に཯して喜界島では +/+/ のように下がって⤊ࢃる型でฟ現する、というᣦ᦬を⾜った。
ୖ჆㕲を代表にして෌ᗘそれࡽを示すと、次のようになる。

(1)  上჆㕲の +/+/ ᆺをᣢ䛴数詞㻌 㻌 㻌 㻌  㻌    khu@>nu@tu （䠕䛴）、 
Ɂi@tu>ta@ri （䠑人）、na@na>ta@ri （䠓人）、khu@nu>ta@ri （䠕人） 
 
その⌮⏤は、これまでの議論ですでに᫂ࡽかであろう。
࠾そࡽくこれࡽのᩘ詞は඲体の㛗さ（ᢿᩘ）が㸲ᢿ௨ୖになってしまったために、ண 
される ++/+ ではなく、+/+/ 型でฟ現したのࡔとᛮࢃれる。つまり、ண᝿㏻りのアクセン
ト型がฟ現しなかったཎᅉは、ᩘ詞඲体の㛗さにある。
                                                   
 この赤連方言の」合語の前部せ⣲のアクセント型を、༢⊂形と、୺᱁のຓ詞 QJD を௜ࡅた
᥋⥆形で示すと、次のようになる。
ձ 㹊㹆，㹆㹊㹆型
⣬、⣬がha>bi, ha@bi > nga  ᘚᙜ、ᘚᙜが bin@to>R, binto@R >nga、 
島、島がsji>ma,  sji@ma >nga、㻌   ㇋、㇋がma>mI,  ma@mI >nga、
にんにく、にんにくがhi>ru,  hi@ru >nga、    ⰼ、ⰼが ha>na,  ha@na >nga 
㡞、㡞がbi>ra,  bi@ra >nga、㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌⬌⎩、⬌⎩がcji@u>ri, cjiu@ri >nga
ղ 㹆㹊，㹆㹆㹆型
㔪、㔪が >ha@ri, >hari nga 㒑౽、㒑౽が ju@R>bi@N, ju@R>biN nga  
⬌㯞、⬌㯞が>gu@ma, >guma nga     ⶇ
よもࡂ
、ⶇが>Fu@tu, >Futu nga   
༡⎩、༡⎩が tuQ>so@R, tuQ>soR nga
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㸳 ᪥ᮏ祖語系ᩘ詞のアクセント㸸௒ᚋのㄢ㢟
今ᅇは喜界島の中でもୖ჆㕲ࡸᆏᕊな࡝、「Ａ  Ｂ ᑐ Ｃ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆた方言ࡔ
ࡅに↔Ⅼをᙜてて、喜界島語ᙡのアクセント≉ᚩを⪃ᐹした。今ᚋは、「Ａ ᑐ ＢＣ」ࢱイ
ࣉの合ὶを㐙ࡆたᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩのᩘ詞もさࡽに調査して、検討してࡳるᚲせがある。  
これまでの議論かࡽண されるのは、「Ａ  ᑐ  ＢＣ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆたᑠ㔝ὠ、ᚿ
ᡞᱩ方言では、「㸰つ、３つ、㸲つ、㸴つ、㸶つ、と࠾」がまとまってྠࡌ型でฟ現し、「１
つ、㸳つ、㸵つ、㸷つ」がもう୍つの型にධるのではないか、ということである。しかし、
もしこれࡽの方言に࠾いても、ୖ჆㕲ྠ様、㸲ᢿ௨ୖの㛗さの語ᙡのアクセント型が⏕⏘
的な +/+/（++/+/+++/+/）型に཰᮰していくഴྥが存在するとすれࡤ、㛗いᩘ詞がこの型
でฟ現するྍ⬟ᛶが㧗い。
ṧᛕながࡽ今ᅇの調査では、この㸰つの方言（ᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩ）のᩘ詞について、この
ことを検ドするために༑分なࢹーࢱがᚓࡽれなかったので、これは今ᚋの調査のㄢ㢟とし
たい。
୍方、喜界島のእに目をྥࡅれࡤ、ᑠ㔝ὠ、ᚿᡞᱩ௨እにも、「Ａ  ᑐ  ＢＣ」ࢱイࣉの
合ὶを㐙ࡆた琉球諸方言はᩘ多く存在する。たと࠼ࡤ、዆⨾኱島༡部の℩ᡞ内⏫の諸方言
がその඾型ࡔが、そのような方言では、今ᅇᣦ᦬したような「１つ、㸰つ、３つ、㸲つ、
㸴つ、㸶つ、と࠾」 ᑐ 「㸳つ、㸵つ、㸷つ」のような型のᑐ立が保たれているのではな
いࡔろうか。この௬ㄝの検ドも今ᚋのㄢ㢟としたい。  
さࡽにୖ჆㕲ࡸᆏᕊとྠ様な「Ａ  Ｂ  ᑐ  Ｃ」ࢱイࣉの合ὶを㐙ࡆた方言は、喜界島௨
እにも存在する（たと࠼ࡤ、ᐑྂ島୚㑣ぞ
よ な は
ࡸఀⰋ部島బ
さ
Ⰻ
ࡽ
὾
はま
な࡝）。もしこれࡽの諸方言で、
喜界島のような㛗さによる型のไ⣙がなࡅれࡤ、そのᩘ詞は、「１つ」ᑐ「㸰つ、３つ、㸲
つ、㸳つ、㸴つ、㸵つ、㸶つ、㸷つ、１㸮」のような型のᑐ立を保ってฟ現することがண
᝿されるが、そうなっているࡔろうか。これについても、今ᚋの調査で☜ㄆしたい。㻤㻌
 
ཧ↷ᩥ⊩  
ஂ㔝䝬䝸子(1) 䛂዆⨾᪉ゝの数を⾲䛩᥋ᑿ㎡䇷ἈỌⰋ㒊島▱ྡ⏫のሙྜ䇷䛃  
䛄⌰⌫の᪉ゝ䛅㻌 1 ྕ：䠉1、ἲᨻ኱ᏛἈ⦖ᩥ໬◊✲ᡤ  
松森晶子(11)「喜界島祖語に࠾ࡅる  型アクセント体系の所属語ᙡ̿赤連と
ᑠ㔝ὠのẚ㍑かࡽ̿」ࠗ 日本ዪ子኱ᏛᩥᏛ部⣖せ࠘ ྕ㸸㸫1
䝻䞊䝺ン䝇、䜴䜵䜲ン() 䛂୚㑣ᅜ᪉ゝの系⤫ⓗ఩⨨䛃㻌 䛄⌰⌫の᪉ゝ䛅㻌  ྕ：䠉、 
ἲᨻ኱ᏛἈ⦖ᩥ໬◊✲ᡤ  
                                                   
 ⚾ぢࡔが、≉に「Ａ Ｂ ᑐ Ｃ」このようなࢱイࣉの系列の⤫合を㐙ࡆた方言に、㛗い༢語
（≉に」合語）が≉ᐃのࣜࢬ࣒ᵓ㐀に཰᮰していくഴྥがⰍ⃰くほᐹされるのではないかと⪃
࠼ている。この⌮⏤については、また稿をあࡽためて論ࡌることとしたい。  
